


　近年切迫流産に対する黄体ホルモン療法の効果に疑義が持たれると共に妊娠

初期の妊婦への黄体ホルモン投与が心奇形児を発生させるという報告があった

ことから,切迫流産の黄体ホルモン療法には再検討が必要と考えられる。そこ

でわが国で指導的立場にある産婦人科医のこの問題に対する見解を知るために,

全国医科大学の産婦人科学の教授及び助教授にアンケート用紙を送り,（1）流

産の定義,(2)流産の病因,(3)切迫流産の予後判定,(4)切迫流産の治療,(5)黄体

ホルモンの催奇性,(6)エストロジエンの催奇性などに関して意見を聴取した。


